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フ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
い
た
。

　
Ｇ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
社
は
本
社
を
置

く
ム
ン
バ
イ
を
中
心
に
、
産

業
用
と
業
務
用
、
一
般
家
庭

用
の
小
売
・
卸
売
を
主
体
に

事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
マ

ハ
ー
ラ
ー
シ
ュ
ト
ラ
州
の
ジ

ャ
ル
ガ
オ
ン
と
コ
ポ
リ
に
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
充
填
所
と
貯
蔵
施
設

を
所
有
し
、
貯
蔵
能
力
の
合

計
は
80
㌧
。
10
月
か
ら
委
託

充
填
を
開
始
す
る
こ
と
に
よ

り
、
ジ
ャ
イ
プ
ル
、
イ
ン
ド

ー
ル
、
バ
ン
ガ
ロ

ー
ル
の
３
地
域
へ

販
売
事
業
を
拡
大

す
る
予
定
。

　
サ
イ
サ
ン
資
本

参
画
後
の
Ｇ
Ｏ
Ｅ

Ｉ
社
の
概
要
は
▽

資
本
金
＝
５
百
万

イ
ン
ド
・
ル
ピ
ー

▽
出
資
比
率
＝
サ

イ
サ
ン
51
％
、
ラ

ン
ジ
ッ
ト
・
チ
ョ

ー
ド
リ
ー
氏
49
％

▽
従
業
員
数
（
２

　
地
震
に
ま
つ
わ

る
明
治
時
代
の
話

で
あ
る
。
夏
休
み

の
終
わ
る
こ
ろ
、

子
供
た
ち
で
ご
っ

た
返
す
国
立
科
学

博
物
館
に
「
１
８
８
９
明
治

熊
本
地
震
～
１
３
０
年
前
に

始
ま
っ
た
地
震
被
害
調
査
～

展
」（
１
日
に
終
了
）
を
見
学

し
た
。
地
震
観
測
の
歴
史
を

紹
介
す
る
１
階
フ
ロ
ア
に
立

つ
画
用
紙
大
の
小
さ
な
パ
ネ

ル
２
枚
の
み
の
展
示
。
立
ち

止
ま
る
子
供
は
い
な
か
っ
た

▼
パ
ネ
ル
に
は
熊
本
城
飯
田

丸
の
石
垣
崩
壊
の
写
真
が
あ

っ
た
。
飯
田
丸
の
石
垣
と
言

え
ば
、
２
０
１
６
平
成
熊
本

地
震
で
２
度
目
の
崩
壊
に
遭

っ
た
。
撮
影
者
は
熊
本
市
に

今
も
残
る
冨
重
写
真
所
の
初

代
写
真
師
・
冨
重
利
平
で
あ

る
▼
明
治
熊
本
地
震
は
７
月

28
日
発
生
。
２
日
後
、
東
京

・
神
田
の
鶴
田
富
三
が
「
近

年
稀
な
る
大
地
震
な
り
」
の

錦
絵
入
り
瓦
版
（
今
の
新

聞
）
を
発
行
し
た
と
あ
る
か

ら
、
震
災
の
報
せ
は
電
光
石

火
だ
っ
た
▼
東
京
帝
大
で
世

界
初
の
地
震
学
教
授
と
な
っ

た
関
谷
清
景
が
県
の
依
頼
で

現
地
調
査
し
た
こ
と
も
紹
介

し
て
い
る
。
清
景
は
２
年
後

の
10
月
28
日
に
起
こ
っ
た
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
・
０
と
推

定
さ
れ
る
濃
尾
地
震
の
現
地

調
査
も
行
っ
た
。
被
災
地
へ

赴
く
前
、
教
鞭
を
と
っ
て
い

た
神
戸
師
範
学
校
（
現
神
戸

大
学
）
か
ら
被
災
者
に
安
心

す
る
よ
う
呼
び
か
け
る
文
を

被
災
地
の
役
場
や
警
察
に
出

し
た
▼
出
身
地
大
垣
市
の
冊

子
に
よ
る
と
、
清
景
は
濃
尾

地
震
の
日
に
明
石
で
療
養
し

て
い
た
。
翌
日
神
戸
に
戻

り
、
体
力
の
回
復
も
待
っ
て

11
月
20
日
駕
籠
で
大
垣
へ
。

し
か
し
、
当
時
38
歳
の
清
景

の
体
は
ボ
ロ
ボ
ロ
だ
っ
た
。

英
国
留
学
前
の
24
歳
で
患
っ

た
肺
結
核
が
帰
国
後
に
再
発

し
、
療
養
の
甲
斐
も
な
か
っ

た
▼
享
年
42
歳
。
清
景
は
自

身
の
「
地
震
報
告
心
得
」
を

府
県
庁
や
郡
役
所
な
ど
全
国

約
６
０
０
カ
所
に
配
布
し
て

東
京
気
象
台
に
情
報
が
集
ま

る
仕
組
み
を
つ
く
っ
た
。
こ

れ
が
日
本
の
地
震
観
測
網
の

基
で
あ
る
。
命
短
く
と
も
遺

し
た
仕
事
は
で
か
い
。

主な記事

◆集中監視の将来展望
　高圧ガス保安協会は４
日、東京都内で「マイコン
メータと集中監視システム
の将来展望に関するセミナ
ー」を開いた。集中監視シ
ステムの普及促進を主眼
に、ＬＰＷＡを活用した保
安高度化・業務効率化の提
案を披露し、集中監視の将
来を展望した。� ２面
◆富山で充填・配送新会社
　日本海ガス絆ホールディ
ングス、高岡ガスサービ
ス、丸八は２日、富山県内
でＬＰガス充填・配送業務
などを管理する新会社「エ
ネシップ」を設立した。出
資比率は各社33.3％。５面
◆特集／九州タンクマップ
　九州・沖縄全域のＬＰガ
スタンク基地の実態がひと
目でわかるよう、九州北部
編（福岡、佐賀、長崎）を
掲載した。� ８～９面
◆ＦＲＰ再検査５年に延長
　中国工業は８月30日、Ｆ
ＲＰ容器「プラコンポ７・
５㌔㌘」の容器再検査期間
の５年への延長について、
経済産業省大臣の特別認可
を得たと発表した。� 10面

バ
ル
ク
補
助
に
13
億
2000
万
円

経
産
省 

発
電
機
や
Ｇ
Ｈ
Ｐ
拡
大
も

20年度概算要求　
経
済
産
業
省
は
８
月
30
日
に
発
表
し
た
２
０
２
０
年
度
概
算
要
求
で
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
関
連
と
し
て
19
年
度
予

算
比
19
・
６
億
円
減
の
３
５
４
・
８
億
円
を
計
上
し
た
。
国
家
備
蓄
基
地
に
関
す
る
借
入
金
支
払
額
が
減
少

し
た
た
め
全
体
額
は
縮
小
し
た
が
、
避
難
所
や
避
難
者
が
多
発
す
る
民
間
施
設
な
ど
へ
の
燃
料
備
蓄
推
進
事

業
に
は
同
９
・
２
億
円
増
の
13
・
２
億
円
を
計
上
し
、
引
き
続
き
災
害
対
応
バ
ル
ク
と
併
せ
て
非
常
用
発
電

機
や
Ｇ
Ｈ
Ｐ
の
導
入
を
拡
大
す
る
方
向
性
を
維
持
し
た
。
相
次
ぐ
自
然
災
害
を
背
景
に
防
災
意
識
が
浸
透

し
、
19
年
度
の
補
助
金
も
順
調
に
消
化
さ
れ
た
こ
と
を
反
映
し
て
大
幅
な
増
額
と
な
っ
た
。
こ
れ
と
別
枠

で
、
年
末
ま
で
の
予
算
編
成
過
程
で
19
～
20
年
度
の
時
限
措
置
「
臨
時
・
特
別
の
措
置
」
と
し
て
、
防
災
・

減
災
や
国
土
強
靭
化
の
た
め
の
緊
急
対
策
予
算
の
上
乗
せ
が
検
討
さ
れ
る
（
19
年
度
は
19
・
２
億
円
）
。

府
中
市 

避
難
所
機
能
強
靭
化
へ

全
小
学
校
体
育
館
に
導
入

ＬＰガス
Ｇ Ｈ Ｐ

㊤
バ
ル
ク
の
前
に
並
ぶ
（
左
か
ら
）
服
部
哲

男
・
都
協
専
務
理
事
、
谷
村
孝
彦
・
都
議
会

議
員
、
高
橋
淳
二
・
都
協
北
多
摩
南
部
支
部

長
）
㊧
体
育
館
裏
に
設
置
さ
れ
た
Ｇ
Ｈ
Ｐ

「ＬＰガス等」保有57％

文科省調査 災対設備提案に余地

避
難
所
校

ＬＰガス等に関する防災
機能を保有する学校数と
割合（都道府県別）　　

小中高・特別支援学校
避難所
指定校数

保有
校数

割合
（％）

北海道 1,700 956 56.2 
青森県 476 374 78.6 
岩手県 480 303 63.1 
宮城県 616 452 73.4 
秋田県 350 137 39.1 
山形県 374 226 60.4 
福島県 605 341 56.4 
茨城県 755 505 66.9 
栃木県 515 266 51.7 
群馬県 524 342 65.3 
埼玉県 1,373 1,018 74.1 
千葉県 1,283 776 60.5 
東京都 2,072 1,498 72.3 
神奈川県 1,294 647 50.0 
新潟県 762 313 41.1 
富山県 311 261 83.9 
石川県 328 328 100.0 
福井県 273 203 74.4 
山梨県 267 184 68.9 
長野県 573 387 67.5 
岐阜県 597 364 61.0 
静岡県 833 625 75.0 
愛知県 1,448 691 47.7 
三重県 526 239 45.4 
滋賀県 351 176 50.1 
京都府 582 431 74.1 
大阪府 1,586 456 28.8 
兵庫県 1,223 443 36.2 
奈良県 341 214 62.8 
和歌山県 371 245 66.0 
鳥取県 139 74 53.2 
島根県 338 212 62.7 
岡山県 548 252 46.0 
広島県 750 284 37.9 
山口県 430 208 48.4 
徳島県 281 272 96.8 
香川県 244 100 41.0 
愛媛県 457 256 56.0 
高知県 313 188 60.1 
福岡県 1,135 456 40.2 
佐賀県 269 173 64.3 
長崎県 512 275 53.7 
熊本県 478 354 74.1 
大分県 343 200 58.3 
宮崎県 335 200 59.7 
鹿児島県 613 265 43.2 
沖縄県 375 171 45.6 
合計 30,349 17,341 57.1 

全
Ｌ
協 

防
止
指
針
調
査

高
リ
ス
ク
充
填
所
199
件

容器流出

ガ
ス
ワ
ン

イ 

ン 

ド 

小
売
・
卸
事
業
開
始
へ

サ
イ
サ
ン
、印
に
進
出

ＬＰガス

消
防
庁 

必
要
機
能
な
ど
整
理

小
規
模
店
設
置
で
検
討

厨 房 の
自動消火

全

Ｌ

協

需
要
開
発
委
と
ス
タ

ン
ド
委
で
新
委
員
長

キックオフセレモニー

　
全
国
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
（
秋

元
耕
一
郎
会
長
）
は
８
月
29

日
、「
充
填
所
等
に
お
け
る

容
器
流
出
防
止
指
針
の
取
り

組
み
状
況
」
調
査
結
果
を
ま

と
め
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
都

道
府
県
協
会
を
通
じ
て
充
填

所
に
配
布
し
集
計
。
高
リ
ス

ク
区
分
に
あ
る
充
填
所
１
９

９
件
の
う
ち
、
約
７
割
が
適

切
な
対
策
実
施
の
予
定
が
あ

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
昨
年
の
西
日
本
豪
雨
で
、

岡
山
県
と
愛
媛
県
の
４
カ
所

の
充
填
所
な
ど
か
ら
約
３
千

本
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
容
器
が
流
出

し
た
た
め
、
再
発
防
止
策
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
全
Ｌ
協

で
は
昨
年
10
月
に
自
主
基
準

の
「
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
容
器
置
場
に

お
け
る
容
器
転
落
・
転
倒
及

び
流
出
防
止
措
置
指
針
」

（
日
本
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
団
体
協
議

会
）
を
改
訂
し
、
同
指
針
の

周
知
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
①
自
ら

の
充
填
所
の
容
器
置
場
の
浸

水
リ
ス
ク
を
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
基
に
自
己
チ
ェ
ッ
ク
②

高
・
中
リ
ス
ク
の
容
器
置
場

は
指
針
に
定
め
る
流
出
防
止

対
策
を
実
施
（
敷
地
外
へ
の

流
出
リ
ス
ク
の
あ
る
容
器
置

場
は
対
策
の
実
施
状
況
に
つ

い
て
調
査
）

―
を
調
査
。

　
回
答
件
数
１
７
７
４
件
の

う
ち
、
リ
ス
ク
区
分
の
内
訳

は
「
高
リ
ス
ク
」
１
９
９
件

（
全
体
の
う
ち
11
％
）、「
中

リ
ス
ク
」
２
９
７
件
（
17

％
）、「
高
・
中
リ
ス
ク
で
あ

っ
た
が
対
策
済
み
で
低
リ
ス

ク
へ
」
３
５
５
件
（
20
％
）、

「
浸
水
リ
ス
ク
無
し
」
９
０

０
件
（
52
％
）
と
な
っ
た
。

　
高
リ
ス
ク
区
分
に
あ
る
充

填
所
１
９
９
件
の
対
応
は
、

「
網
ネ
ッ
ト
等
で
対
応
」
１

０
９
件
（
55
％
）、「
中
リ
ス

ク
の
暫
定
措
置
」
45
件
（
23

％
）、「
対
応
予
定
な
し
」
13

件
（
６
％
）、「
金
網
等
で
囲

う
」
10
件
（
５
％
）、「
廃
止

予
定
」
８
件
（
４
％
）、「
そ

の
他
」
14
件
（
７
％
）。

　「
中
リ
ス
ク
の
暫
定
措

置
」「
対
応
予
定
な
し
」
を

除
く
と
適
切
な
対
策
実
施
の

予
定
の
充
填
所
は
約
７
割
。

た
だ
し
、「
対
応
予
定
な

し
」
の
事
業
所
に
は
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
行
い
、
検
討
中
で
あ

る
旨
の
回
答
を
得
て
い
る
。

　
消
防
庁
は
８
月
26
日
、
小

規
模
飲
食
店
厨
房
に
自
動
消

火
機
能
を
設
置
す
る
こ
と
に

関
す
る
検
討
を
始
め
た
。
２

０
１
６
年
12
月
に
飲
食
店
の

こ
ん
ろ
消
し
忘
れ
が
原
因
で

糸
魚
川
市
の
大
規
模
火
災
に

つ
な
が
っ
た
こ
と
か
ら
、
17

年
度
か
ら
早
期
覚
知
な
ど
の

対
策
を
進
め
て
い
る
。
こ
ん

ろ
火
災
の
防
止
に
は
自
動
消

火
が
有
効
と
み
る
が
、
大
規

模
飲
食
店
用
装
置
は
高
価
で

規
模
も
大
き
く
な
る
こ
と
か

ら
、
小
規
模
店
で
も
設
置
し

や
す
い
簡
便
な
装
置
の
必
要

性
能
を
整
理
す
る
。

　
住
宅
の
こ
ん
ろ
を
出
火
原

因
と
す
る
火
災
は
、
08
年
10

月
に
家
庭
用
こ
ん
ろ
へ
の
安

全
装
置
が
義
務
付
け
ら
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
大
幅
に
減

少
。
一
方
、
飲
食
店
で
は
、

長
期
的
に
見
れ
ば
や
や
減
少

も
、
近
年
は
横
ば
い
の
傾
向

に
あ
る
。
糸
魚
川
市
の
火
元

店
舗
で
は
当
時
、
厨
房
使
用

者
が
中
華
鍋
を
火
に
か
け
た

こ
と
を
忘
れ
て
そ
の
場
を
離

れ
た
間
に
出
火
。
水
道
水
で

初
期
消
火
を
試
み
る
も
失
敗

し
、
延
焼
拡
大
と
な
っ
た
。

同
店
に
限
ら
ず
、
初
期
消
火

は
実
施
す
る
も
、
効
果
的
に

初
期
消
火
さ
れ
て
い
な
い
傾

向
も
分
か
っ
て
い
る
。

　
学
識
経
験
者
や
関
係
団
体

億
人
が
見
込
ま
れ
る
イ
ン
ド

へ
の
進
出
機
会
を
模
索
し
て

き
た
。
Ｇ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
社
は
９
カ

国
10
番
目
の
海
外
グ
ル
ー
プ

会
社
と
な
る
。

０
１
９
年
８
月
末
現
在
）
＝

14
人

―
な
ど
。
サ
イ
サ
ン

か
ら
社
長
と
社
員
１
人
の
計

２
人
を
派
遣
。
ガ
ス
ワ
ン
グ

ル
ー
プ
の
多
様
な
経
営
販
売

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、
さ
ら

な
る
業
容
拡
大
に
努
め
る
。

　
サ
イ
サ
ン
は
既
に
モ
ン
ゴ

ル
や
ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
、
ネ
パ
ー
ル
、

タ
イ
、
ラ
オ
ス
な
ど
の
ア
ジ

ア
太
平
洋
地
域
で
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

販
売
事
業
を
展
開
し
て
お

り
、
世
界
第
３
位
の
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
消
費
大
国
で
、
20
年
代
初

頭
に
世
界
最
大
の
人
口
14 

と
さ
れ
て
い
る
検
査
期
限
の

頻
度
や
開
放
検
査
の
必
要
性

を
検
討
し
、
Ｋ
Ｈ
Ｋ
技
術
基

準
の
改
定
を
視
野
に
合
理
的

で
効
率
的
な
検
査
方
法
の
確

立
を
目
指
す
。

特
別
会
計
へ
の
繰
入
額
の
減

少
で
、
27
・
６
億
円
減
の
１

９
５
・
４
億
円
。
国
家
備
蓄

基
地
の
管
理
委
託
費
に
は
、

来
年
度
に
控
え
る
法
定
検
査

や
、
倉
敷
・
波
方
の
地
下
タ

ン
ク
の
湧
水
を
汲
み
上
げ
る

底
水
排
水
ポ
ン
プ
の
更
新
を

想
定
し
、
２
億
円
増
の
１
０

５
億
円
を
計
上
し
た
。

　
産
業
保
安
分
野
で
は
、
保

安
対
策
調
査
等
委
託
費
と
し

て
５
・
６
億
円
を
計
上
し

た
。
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
向
け
に
は
、

バ
ル
ク
貯
槽
の
製
造
後
20
年

以
内
に
実
施
す
る
初
回
告
示

検
査
の
後
、
５
年
以
内
ご
と

中
核
充
填
所
の
拡
充
に
対
す

る
補
助
も
検
討
す
る
。

　
ほ
か
に
19
年
度
予
算
と
の

比
較
で
目
立
つ
の
は
、
国
家

備
蓄
に
か
か
る
借
入
金
の
償

還
に
充
て
る
国
債
整
理
基
金

　
サ
イ
サ
ン
（
本
社
・
さ
い

た
ま
市
、
川
本
武
彦
社
長
）

は
こ
の
ほ
ど
、
イ
ン
ド
共
和

国
で
現
地
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
業
会

社
「
Ｇ
ａ
ｓ 

Ｏ
ｎ
ｅ 

Ｅ
ｎ

ｅ
ｒ
ｇ
ｙ 

Ｉ
ｎ
ｄ
ｉ
ａ
」

（
略
称
＝
ガ
ス
ワ
ン
イ
ン

ド
、
以
下
Ｇ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
社)

」

の
51
％
の
株
式
を
取
得
し
、

同
国
で
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
小
売
・

卸
売
事
業
を
開
始
す
る
。
イ

ン
ド
側
パ
ー
ト
ナ
ー
の
ラ
ン

ジ
ッ
ト
・
チ
ョ
ー
ド
リ
ー
氏

と
合
弁
事
業
契
約
と
株
式
売

買
契
約
を
締
結
し
、
８
月
９

日
に
イ
ン
ド
最
大
の
都
市
で

あ
る
ム
ン
バ
イ
で
キ
ッ
ク
オ

る
。
８
月
31
日
に
市
立
小
柳

小
で
Ｇ
Ｈ
Ｐ
説
明
会
が
行
わ

れ
た
。
設
置
さ
れ
た
Ｇ
Ｈ
Ｐ

は
30
馬
力
が
19
校
、
36
馬
力

が
２
校
、
40
馬
力
が
１
校
の

計
６
８
２
馬
力
と
な
る
。

　
東
京
都
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会

（
尾
崎
義
美
会
長
）
と
同
協

会
北
多
摩
南
部
支
部
（
高
橋

淳
二
支
部
長
）
は
昨
年
12
月

か
ら
府
中
市
に
Ｇ
Ｈ
Ｐ
設
置

を
粘
り
強
く
提
案
し
て
い
た

な
か
、
都
が
今
年
２
月
に
打

ち
出
し
た
同
補
助
金
が
追
い

風
と
な
り
導
入
が
決
定
し

た
。
７
月
24
日
か
ら
工
事
を

開
始
し
、
２
学
期
開
始
に
間

に
合
わ
せ
た
。
小
柳
小
で
は

８
月
28
日
の
始
業
式
で
実
際

に
体
育
館
の
Ｇ
Ｈ
Ｐ
を
使
用

し
好
評
を
得
た
。
31
日
の
説

明
会
で
は
谷
村
孝
彦
・
都
議

会
議
員
が
視
察
に
訪
れ
た
。

　
高
橋
支
部
長
は
「
実
績
の

積
み
重
ね
が
今
回
の
導
入
に

つ
な
が
っ
た
。
府
中
市
の
事

例
が
都
内
Ｇ
Ｈ
Ｐ
導
入
へ
の

先
駆
け
と
な
れ
ば
と
思
う
。

東
京
都
は
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
Ｇ
Ｈ
Ｐ

の
知
名
度
が
薄
い
。
１
日
で

も
早
く
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
公
共
施

設
に
導
入
し
、
い
つ
起
こ
る

か
分
か
ら
な
い
災
害
に
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
で
対
応
で
き
る
体
制
を

整
え
て
い
き
た
い
」
と
意
欲

を
示
し
た
。

　
同
補
助
金
は
東
京
都
独
自

の
補
助
金
で
規
模
は
81
億

円
。
東
京
都
環
境
公
社
に
３

年
分
の
出
え
ん
金
を
拠
出
す

る
こ
と
で
、
区
市
町
村
立
小

中
学
校
の
屋
内
体
育
館
施
設

の
空
調
設
置
工
事
の
経
費
を

補
助
す
る
。
補
助
率
は
１
平

方
㍍
７
・
６
万
円
ま
で
都
が

最
大
３
分
の
２
補
助
す
る
。

補
正
規
模
は
５
３
８
棟
で
実

施
期
間
は
21
年
度
ま
で
。

　
府
中
市
（
高
野
律
雄
市

長
）
は
今
夏
、
東
京
都
公
立

学
校
屋
内
体
育
施
設
空
調
設

置
支
援
事
業
補
助
金
を
利
用

し
て
市
内
の
小
学
校
22
校
す

べ
て
の
体
育
館
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

仕
様
Ｇ
Ｈ
Ｐ
を
導
入
し
た
。

市
の
災
害
対
応
意
識
か
ら
都

市
ガ
ス
地
域
で
あ
り
な
が

ら
、
災
害
時
に
は
全
校
が
避

難
所
と
し
て
活
用
さ
れ
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
の
強
靭
性
を
発
揮
す

　「
災
害
時
に
備
え
た
社
会

的
重
要
イ
ン
フ
ラ
へ
の
自
衛

的
な
燃
料
備
蓄
の
推
進
事
業

費
補
助
金
」
は
事
業
全
体
で

同
７
・
８
億
円
増
の
41
・
６

億
円
を
計
上
し
た
。
こ
の
う

ち
石
油
流
通
課
分
は
石
油
タ

ン
ク
分
３
・
４
億
円
と
合
わ

せ
て
16
・
６
億
円
。
商
業
施

設
や
医
療
・
福
祉
施
設
な
ど

へ
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
・
石
油
の
備

蓄
を
推
進
し
、
事
業
継
続
や

災
害
対
応
力
の
向
上
を
目
指

す
。
19
年
度
同
様
、
補
助
率

は
３
分
の
２
ま
た
は
２
分
の

１
で
、
自
家
発
電
設
備
や
コ

ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
Ｇ

Ｈ
Ｐ
も
対
象
と
な
る
。

　
新
た
に
電
力
・
ガ
ス
事
業

部
政
策
課
分
と
し
て
25
億
円

が
充
て
ら
れ
、
発
電
所
や
都

市
ガ
ス
の
供
給
施
設
な
ど
、

大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
拠
点
を

抱
え
る
自
治
体
を
対
象
に
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
・
石
油
の
備
蓄
に
よ

る
防
災
拠
点
化
を
進
め
る
。

定
額
補
助
で
老
朽
施
設
の
修

繕
費
も
含
め
る
方
針
。

　
取
引
適
正
化
・
流
通
合
理

化
で
は
19
年
度
予
算
と
同
額

の
７
・
５
億
円
を
計
上
。
こ

の
う
ち
「
地
域
防
災
対
応
体

制
整
備
支
援
事
業
」
は
１
・

６
億
円
で
、
従
来
の
中
核
充

填
所
で
の
防
災
訓
練
や
設
備

入
れ
替
え
の
費
用
の
ほ
か
、

　
文
部
科
学
省
は
８
月
28

日
、
避
難
所
と
な
る
全
国
の

公
立
学
校
（
小
中
学
校
、
高

等
学
校
、
特
別
支
援
学
校
）

施
設
の
防
災
機
能
の
保
有
状

況
に
関
す
る
調
査
結
果
を
公

表
し
た
。
２
０
１
７
年
の
前

回
調
査
以
来
、
４
月
１
日
現

在
の
状
況
を
ま
と
め
た
も
の

で
、
防
災
機
能
の
調
査
項
目

に
は
「
備
蓄
倉
庫
」
「
飲
料

水
」
「
非
常
用
発
電
機
」
「
通

信
」
「
ト
イ
レ
」
と
並
び

「
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
等
」
を
初
め
て

追
加
。
避
難
所
指
定
校
３
万

３
４
９
校
（
指
定
率
91
・
２

％
）
の
う
ち
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
な

ど
に
よ
る
防
災
機
能
を
保
有

す
る
学
校
は
57
・
１
％
の
１

万
７
３
４
１
校
だ
っ
た
。
ほ

か
の
防
災
機
能
の
保
有
状
況

と
比
べ
低
水
準
に
あ
り
、
公

立
学
校
に
対
し
て
災
害
対
応

バ
ル
ク
や
非
常
用
発
電
機
、

自
立
型
Ｇ
Ｈ
Ｐ
な
ど
を
提
案

で
き
る
余
地
は
大
き
い
。

　
こ
の
う
ち
、
災
害
時
に
利

用
可
能
な
調
理
設
備
、
炊
き

出
し
設
備
、
空
調
機
な
ど
の

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
設
備
（
自
家
発
電

設
備
を
除
く
）
を
設
置
す
る

学
校
や
、
中
圧
ガ
ス
配
管
の

引
き
込
み
に
よ
り
災
害
時
に

利
用
可
能
な
ガ
ス
設
備
を
設

置
す
る
学
校
は
小
中
が
34
・

８
％
の
９
４
５
１
校
、
高
校

が
30
・
４
％
の
８
２
４
校
、

特
支
が
26
・
０
％
の
１
２
７

校
で
、
合
計
が
34
・
３
％
の

１
万
４
０
２
校
だ
っ
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
民
間
と
の
協

定
な
ど
で
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
設
備
を

優
先
し
て
利
用
で
き
る
学
校

は
小
中
が
10
・
９
％
の
２
９

５
２
校
、
高
校
が
１
・
８
％

の
50
校
、
特
支
が
１
・
４
％

の
７
校
で
、
合
計
が
９
・
９

％
の
３
０
０
９
校
。
カ
セ
ッ

ト
ガ
ス
や
薪
、
ペ
レ
ッ
ト
な

ど
を
燃
料
と
し
た
設
備
を
確

保
す
る
学
校
は
小
中
が
13
・

３
％
の
３
６
１
３
校
、
高
校

が
７
・
７
％
の
２
０
９
校
、

特
支
が
22
・
１
％
の
１
０
８

校
で
、
合
計
が
12
・
９
％
の

３
９
３
０
校
だ
っ
た
。

　
文
科
省
は
、
教
育
委
員
会

と
防
災
担
当
部
局
な
ど
が
連

携
し
て
学
校
施
設
の
防
災
機

能
の
強
化
を
推
進
す
る
よ
う

に
通
知
す
る
と
と
も
に
、
防

災
機
能
の
強
化
に
資
す
る
財

政
的
な
支
援
を
行
う
な
ど
、

地
方
公
共
団
体
の
取
り
組
み

を
支
援
す
る
考
え
。

で
構
成
す
る
「
小
規
模
飲
食

店
に
設
け
る
厨
房
用
自
動
消

火
装
置
等
の
あ
り
方
に
関
す

る
検
討
部
会
」
は
今
後
、
小

規
模
厨
房
用
自
動
消
火
装
置

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
に
向

け
、
実
証
試
験
と
そ
れ
に
基

づ
く
検
討
を
行
う
。

　
実
態
調
査
に
よ
り
、
小
規

模
店
の
厨
房
機
器
の
構
成
や

簡
便
に
設
置
で
き
る
自
動
消

火
装
置
の
構
成
を
明
確
に
す

る
。

　
実
験
で
は
、
主
に
住
宅
に

設
け
ら
れ
る
自
動
消
火
装
置

の
性
能
や
小
規
模
店
で
求
め

ら
れ
る
消
火
性
能
の
確
認
を

行
う
。

長
が
、
保
安
委
員
会
は
山
田

耕
司
・
大
分
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協

会
会
長
が
、
流
通
委
員
会
は

澤
田
栄
一
・
岐
阜
県
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
協
会
会
長
が
引
き
続
き
委

員
長
を
務
め
る
。

　
全
国
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
（
秋

元
耕
一
郎
会
長
）
は
７
月
17

日
、
第
２
回
執
行
役
員
会
を

開
き
、
専
門
委
員
会
の
委
員

長
と
委
員
の
変
更
を
承
認
し

た
。
齊
田
吉
治
・
岩
谷
産
業

常
務
執
行
役
員
総
合
エ
ネ
ル

ギ
ー
本
部
長
が
需
要
開
発
委

員
会
委
員
長
、
宇
佐
美
雅
彦

・
神
奈
川
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会

副
会
長
が
ス
タ
ン
ド
委
員
会

委
員
長
に
就
任
し
た
。

　
総
務
委
員
会
は
赤
松
幸
雄

・
香
川
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
会

t-sakane
長方形
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